
1

はじめに

は
じ
め
に

夏
の
セ
ル
ビ
ア
の
西
部
、
タ
ー
ラ
山
の
森
に
続
く
道
は
、
オ
マ
ン
と
い
う
黄
金
の
花
々
に
彩
ら
れ
る
。
大
き
な
葉
は
虫
た
ち

に
食
わ
れ
て
緑
の
レ
ー
ス
の
よ
う
で
、
花
は
蜜
蜂
と
蝶
の
朝
の
食
卓
だ
。
昆
虫
た
ち
は
忙
し
い
。
食
べ
る
と
い
う
こ
と
、
食
べ

さ
せ
る
と
い
う
こ
と
。
命
と
命
が
支
え
あ
っ
て
い
る
。

こ
の
書
物
は
、
バ
ル
カ
ン
半
島
の
多
民
族
国
家
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
を
解
体
さ
せ
た
内
戦
の
お
話
で
あ
る
。
私
の
友
た
ち
が
、

一
九
九
一
年
か
ら
十
年
ほ
ど
続
い
た
内
戦
の
こ
と
を
語
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
が
難
民
と
な
っ
た
仲
間
だ
が
、
笑
顔
が
優
し
い
。
虫

も
鳥
も
獣
も
、
そ
し
て
人
も
、
食
べ
ず
に
は
生
き
ら
れ
な
い
。
生
き
る
た
め
に
食
べ
、
食
べ
る
た
め
に
生
き
る
。
こ
こ
で
は
食

物
の
記
憶
を
た
よ
り
に
、
友
が
語
る
戦
争
を
ま
と
め
た
。

バ
ル
カ
ン
半
島
の
セ
ル
ビ
ア
に
は
、
豊
か
な
口
承
文
学
の
伝
統
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
ゲ
ー
テ
や
グ
リ
ム
兄
弟
を
感
嘆
さ
せ
た

ほ
ど
に
、
豊
か
な
詩
想
に
溢
れ
て
い
る
。
ト
ラ
ン
ク
を
た
ず
さ
え
て
日
本
を
離
れ
た
私
が
、
サ
ラ
エ
ボ
大
学
文
学
部
で
留
学
生

活
を
は
じ
め
た
一
九
七
九
年
の
こ
と
。
最
初
に
心
を
奪
わ
れ
た
の
は
、
セ
ル
ビ
ア
語
文
法
の
父
、
ブ
ー
ク
・
カ
ラ
ジ
ッ
チ
（
一

七
八
七
─
一
八
六
四
）
の
収
集
し
た
民
謡
で
あ
っ
た
。
ブ
ー
ク
は
、
セ
ル
ビ
ア
に
と
ど
ま
ら
ず
ク
ロ
ア
チ
ア
、
ボ
ス
ニ
ア
、
ヘ
ル

ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
と
旅
を
重
ね
、
歌
い
手
か
ら
民
謡
を
聞
き
取
り
、
言
葉
を
書
き
記
し
た
人
で
あ
る
。

ブ
ー
ク
に
よ
っ
て
、
バ
ル
カ
ン
の
南
ス
ラ
ブ
の
文
化
は
、
異
な
る
複
数
の
民
族
の
伝
統
が
豊
か
に
混
ざ
り
合
っ
て
い
る
こ
と
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を
私
は
知
っ
た
。
言
語
学
、
民
俗
学
、
翻
訳
学
の
礎
を
築
い
た
ブ
ー
ク
。
彼
の
人
生
に
も
、
過
酷
な
民
族
の
歴
史
が
織
り
込
ま

れ
て
い
る
。
十
九
世
紀
初
頭
、
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
帝
国
か
ら
の
セ
ル
ビ
ア
独
立
運
動
参
加
し
、
第
一
次
蜂
起
が
失
敗
に
終
わ

る
と
、
ウ
ィ
ー
ン
に
逃
れ
、
ス
ロ
ベ
ニ
ア
人
、
ク
ロ
ア
チ
ア
人
の
知
識
人
た
ち
と
交
遊
、
困
難
な
難
民
生
活
の
中
で
『
セ
ル
ビ

ア
民
謡
抄
』（
一
八
一
四
年
）
を
刊
行
す
る
。

ブ
ー
ク
は
、
セ
ル
ビ
ア
の
口
承
詩
を
三
つ
に
分
類
し
た
。
男
唄
（
語
る
歌
、
民
族
の
歴
史
を
詠
う
叙
事
詩
）、
女
唄
（
歌
う
歌
、

抒
情
詩
）、
そ
し
て
男
唄
と
女
唄
の
「
境
の
唄
」（
語
る
唄
、
個
人
の
運
命
を
詠
う
バ
ラ
ー
ド
）
で
あ
る
。
私
が
魅
さ
れ
た
の
は
、
複

雑
な
筋
運
び
を
持
ち
な
が
ら
、
王
国
や
民
族
な
ど
集
団
で
は
な
く
、
個
人
の
運
命
を
詠
う
バ
ラ
ー
ド
の
「
語
り
」
だ
っ
た
。
わ

け
て
も
ボ
ス
ニ
ア
に
伝
わ
る
民
謡
「
オ
メ
ル
と
メ
リ
マ
の
死
」
は
、
私
の
心
を
奪
っ
た
。
ム
ス
リ
ム
人
の
若
き
二
人
の
悲
恋
死
、

近
松
の
人
形
浄
瑠
璃
に
も
み
る
「
心
中
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
た
。
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
各
地
の
口
承
文
芸
に
伝
わ
る
情
死
を
比

較
研
究
し
よ
う
と
考
え
た
私
は
、
リ
ュ
ブ
リ
ャ
ナ
市
（
ス
ロ
ベ
ニ
ア
共
和
国
）
の
民
謡
研
究
所
で
八
か
月
を
過
ご
し
、
一
九
八
一

年
か
ら
は
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
大
学
で
研
究
を
続
け
て
、
仕
事
を
ま
と
め
た
。

情
死
の
テ
ー
マ
は
、
南
バ
ル
カ
ン
の
ス
ラ
ブ
の
民
謡
に
民
族
を
越
え
て
現
れ
て
い
た
。
ボ
ス
ニ
ア
の
ム
ス
リ
ム
人
の
民
謡
の

ほ
か
、
カ
ト
リ
ッ
ク
圏
の
ス
ロ
ベ
ニ
ア
や
ク
ロ
ア
チ
ア
、
正
教
圏
の
セ
ル
ビ
ア
、
コ
ソ
ボ
の
ア
ル
バ
ニ
ア
人
の
民
謡
に
も
存
在

す
る
。
口
承
文
芸
の
研
究
者
も
民
族
を
越
え
た
友
情
で
結
ば
れ
て
い
た
。
民
謡
の
テ
キ
ス
ト
を
通
じ
て
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
の

各
地
で
優
れ
た
先
生
に
多
く
を
教
わ
っ
た
。
多
民
族
国
家
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
が
消
滅
し
た
今
、
こ
う
し
た
研
究
は
困
難
だ
ろ
う
。

そ
れ
は
、
東
欧
で
も
っ
と
も
自
由
だ
っ
た
多
民
族
国
家
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
が
輝
い
て
い
た
時
代
だ
。

一
九
八
〇
年
に
国
家
の
象
徴
だ
っ
た
チ
ト
ー
元
帥
が
死
ぬ
と
、
潜
在
し
て
い
た
民
族
問
題
が
深
刻
化
し
、
一
九
九
一
年
の
夏
、

内
戦
が
勃
発
、
国
家
は
解
体
し
て
い
く
。
私
の
家
族
は
、
十
年
近
い
戦
争
時
代
を
過
ご
す
こ
と
に
な
っ
た
。
三
人
の
息
子
た
ち
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も
子
供
時
代
を
戦
争
の
な
か
で
過
ご
し
た
。

ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
の
町
も
難
民
と
な
っ
た
人
々
で
あ
ふ
れ
た
。
一
時
は
、
セ
ル
ビ
ア
に
逃
れ
た
難
民
の
数
は
百
万
人
に
も
及
ん

だ
。
八
人
に
一
人
が
難
民
。
だ
が
暗
い
時
代
に
も
、
美
し
い
光
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
こ
こ
に
生
き
る
名
も
無
き
人
々
の
「
語

り
」
の
力
で
あ
る
。
そ
れ
は
言
葉
の
暴
力
を
駆
使
し
て
巧
妙
に
ス
ト
ー
リ
ー
を
仕
立
て
あ
げ
、
大
国
に
邪
魔
と
な
る
指
導
者
を

独
裁
者
と
名
付
け
、
一
つ
の
民
族
を
悪
魔
呼
ば
わ
り
し
、
民
族
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
を
製
造
す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
言
葉
で

は
な
い
。
生
き
生
き
と
し
て
、
素
朴
で
、
深
く
て
繊
細
で
、
胸
を
打
つ
言
葉
だ
。
民
族
の
記
憶
で
は
な
く
家
族
の
記
憶
、
自
分

自
身
の
記
憶
…
…
。
聞
き
書
き
を
ま
と
め
た
『
解
体
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
』（
朝
日
選
書
）
が
、
私
の
出
発
点
と
な
っ
た
。

だ
が
こ
の
あ
と
、
私
は
聞
き
書
き
か
ら
遠
ざ
か
る
。
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
内
戦
は
、
欧
米
が
中
心
と
な
り
高
度
な
技
術
を
駆
使

し
た
メ
デ
ィ
ア
戦
争
で
あ
っ
た
。
英
語
と
い
う
「
大
き
な
」
言
語
が
大
量
生
産
す
る
不
正
義
、
土
地
の
「
中
く
ら
い
」
の
言
語

が
生
み
出
す
不
正
義
。
メ
デ
ィ
ア
が
嘘
を
大
量
に
生
み
、
善
悪
を
短
絡
的
に
決
め
つ
け
、
憎
悪
と
猜
疑
心
と
不
安
を
煽
り
、
無

関
心
を
生
み
出
す
。
言
葉
と
は
何
か
。
言
葉
が
安
ら
ぎ
や
愛
、
希
望
や
救
い
を
も
た
ら
す
た
め
に
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。

内
戦
の
混
乱
の
な
か
で
、
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
の
心
理
学
者
ベ
ス
ナ
・
オ
グ
ニ
ェ
ノ
ビ
ッ
チ
主
宰
の
難
民
支
援
グ
ル
ー
プ
「
ず
ど

ら
ぼ
・
だ
・
す
て
」（「
ご
き
げ
ん
よ
う
の
会
」）
と
出
会
っ
た
こ
と
は
運
命
で
あ
っ
た
。
ロ
シ
ア
の
ビ
ゴ
ツ
キ
ー
の
心
理
学
を
活

動
の
精
神
と
す
る
ベ
ス
ナ
は
、「
象
徴
表
現
」
の
大
切
さ
、
豊
か
さ
を
示
し
た
。
西
欧
的
な
個
人
主
義
で
は
な
く
、
一
人
一
人

を
大
切
に
す
る
共
同
体
を
生
み
だ
す
た
め
に
ど
う
し
た
ら
い
い
か
、
難
民
支
援
を
通
じ
て
実
践
し
て
い
た
。
彼
女
た
ち
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
す
べ
て
の
人
に
芸
術
表
現
が
そ
な
わ
っ
て
い
る
こ
と
、
芸
術
表
現
こ
そ

が
人
と
人
を
結
び
つ
け
る
こ
と
を
知
っ
た
。
僻
地
の
難
民
セ
ン
タ
ー
を
巡
り
、
詩
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
子
供
や
大
人
た
ち
と

分
か
ち
合
い
、
十
余
年
を
過
ご
す
こ
と
に
な
る
。
谷
川
俊
太
郎
、
白
石
か
ず
こ
の
詩
を
難
民
と
な
っ
た
人
々
と
読
ん
だ
日
々
は
、

か
け
が
え
の
な
い
時
間
と
な
っ
た
。
ど
ん
な
深
い
闇
に
も
微
か
な
光
が
溶
け
込
ん
で
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
私
は
詩
人
と
し
て
、
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「
詩
」
と
い
う
音
楽
や
沈
黙
に
近
い
言
葉
を
紡
ぎ
は
じ
め
て
い
た
。

し
か
し
、
二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震
災
の
激
し
い
揺
れ
を
、
奇
し
く
も
東
京
で
体
験
し
た
と
き
、
あ
る
思
い

が
湧
き
あ
が
っ
た
。
地
球
に
は
、
故
郷
を
喪
失
し
て
難
民
と
な
る
人
が
あ
と
を
絶
た
な
い
。
難
民
と
な
っ
た
友
た
ち
が
語
っ
た

言
葉
を
、
日
本
語
で
残
す
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
内
戦
と
い
う
時
代
に
、
私
の
心
を
支
え
て
く
れ
た
の
は
、
ま
さ
に
彼

ら
「
語
り
手
」
と
の
出
会
い
、「
語
り
」
の
世
界
の
深
さ
、
そ
の
深
さ
か
ら
こ
ぼ
れ
る
光
で
あ
っ
た
。
戦
争
は
、
震
災
や
環
境

破
壊
と
、
一
見
異
な
る
不
幸
に
見
え
る
。
だ
が
、
そ
こ
に
は
同
じ
哀
し
み
や
喜
び
が
、
そ
っ
と
織
り
込
ま
れ
て
い
る
。
難
民
と

な
っ
た
友
た
ち
の
言
葉
を
日
本
語
の
読
み
手
に
も
届
け
た
い
。

食
物
の
記
憶
を
手
が
か
り
に
戦
争
を
語
る
と
き
、
明
ら
か
に
な
る
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
は
遠
い
国
の
人
々
に
心
に
も
伝
わ
る

の
で
は
な
い
か
…
…
。
こ
う
し
て
、
ふ
た
た
び
聞
き
書
き
を
始
め
た
の
だ
っ
た
。
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
内
戦
が
「
記
憶
」
と
な
っ

た
今
、
二
十
年
と
い
う
時
の
隔
た
り
は
、「
語
り
」
の
言
葉
に
錆
色
の
重
さ
、
そ
れ
と
同
時
に
、
光
沢
を
与
え
て
い
る
。
彼
ら

の
「
語
り
」
は
、
男
唄
で
も
女
唄
で
も
な
い
。
ま
さ
に
「
境
の
唄
」
た
ち
、
す
な
わ
ち
バ
ラ
ー
ド
。
そ
れ
ぞ
れ
の
運
命
の
唄
。

そ
れ
は
民
族
を
越
え
、
新
し
い
血
ま
み
れ
の
国
境
を
、
軽
や
か
に
超
え
る
は
ず
。
高
い
空
を
わ
た
る
鳥
の
よ
う
に
。

難
民
と
な
っ
た
友
た
ち
の
「
語
り
」
は
、
バ
ル
カ
ン
半
島
を
舞
台
と
し
て
い
る
。
今
は
な
き
多
民
族
国
家
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア

で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
運
命
の
縦
糸
に
、
こ
の
地
の
歴
史
が
織
り
込
ま
れ
て
い
る
。
バ
ル
カ
ン
半
島
は
、
ト
ル
コ
な
ど
中
近
東

と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
西
欧
を
結
ぶ
中
間
地
点
に
位
置
し
、
西
と
東
を
結
ぶ
通
り
道
に
あ
る
。

複
雑
な
民
族
地
図
は
、
外
側
か
ら
大
国
の
思
惑
に
よ
っ
て
、
絶
え
ず
新
た
な
民
族
紛
争
を
引
き
起
こ
し
、
こ
の
地
に
生
き
る

民
に
政
治
的
な
混
乱
と
分
裂
を
も
た
ら
し
、
バ
ル
カ
ン
半
島
を
「
世
界
の
火
薬
庫
」
と
し
た
。
い
ず
れ
の
戦
い
も
虐
殺
を
引
き

起
こ
し
、
難
民
を
生
み
、
人
々
を
移
動
さ
せ
た
。
二
十
世
紀
か
ら
今
世
紀
ま
で
の
戦
争
は
ど
れ
も
、
過
去
の
歴
史
と
切
り
離
し
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て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
第
一
次
世
界
大
戦
、
第
二
次
世
界
大
戦
、
そ
し
て
一
九
九
一
年
か
ら
始
ま
る
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア

の
内
戦
、
今
日
の
コ
ソ
ボ
の
民
族
紛
争
に
い
た
る
ま
で
…
…
。
あ
ら
ゆ
る
戦
争
の
な
か
で
、
内
戦
は
か
ぎ
り
な
く
不
幸
だ
。
生

活
圏
は
縮
小
さ
れ
、
こ
こ
に
勝
者
は
な
い
。

今
、
あ
な
た
が
「
語
り
」
に
耳
を
傾
け
る
と
き
、
バ
ル
カ
ン
半
島
の
慣
れ
な
い
地
名
、
人
名
、
複
雑
な
史
実
に
、
最
初
、
戸

惑
う
か
も
し
れ
な
い
。
三
十
八
年
も
こ
の
地
に
住
む
私
に
さ
え
、
い
や
こ
の
地
に
生
ま
れ
た
者
に
さ
え
、
ど
ん
な
戦
争
だ
っ
た

か
、
な
ぜ
起
き
た
の
か
を
説
明
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
そ
れ
は
人
間
が
太
陽
の
光
線
を
、
裸
眼
で
は
直
視
で
き
な
い
の

に
似
て
い
る
。
森
で
は
、
樹
木
た
ち
が
、
太
陽
の
強
い
光
線
を
、
木
の
葉
で
受
け
と
め
緑
に
和
ら
げ
る
。
木
漏
れ
日
と
な
っ
た

陽
光
を
、
あ
な
た
は
和
や
か
に
見
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
地
の
人
々
の
言
葉
が
、
言
葉
の
葉
ご
も
り
と
な
っ
て
、
戦
争

と
い
う
閃
光
を
和
ら
げ
、
一
人
一
人
の
歴
史
の
豊
か
な
色
彩
を
見
せ
て
く
れ
る
こ
と
を
信
じ
て
い
る
。

本
文
の
大
切
な
地
名
、
料
理
の
名
前
、
重
要
な
歴
史
的
事
件
な
ど
に
は
、
現
地
表
記
を
附
し
て
お
く
。
必
要
が
あ
れ
ば
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
画
像
や
動
画
で
土
地
の
風
景
を
見
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
だ
。
そ
れ
を
機
に
、

旅
に
出
て
い
た
だ
け
た
ら
、
さ
ら
に
嬉
し
い
。

巻
末
の
料
理
手
帖
に
は
、
難
民
と
な
っ
た
仲
間
か
ら
聞
き
取
っ
た
伝
統
料
理
を
記
し
て
お
い
た
。
い
ず
れ
も
、
大
勢
で
楽
し

む
こ
と
の
で
き
る
料
理
、
甘
い
物
の
作
り
方
も
あ
る
。
飛
ば
し
読
み
を
し
た
と
し
て
も
、
最
後
に
は
、
セ
ル
ビ
ア
の
料
理
を
あ

な
た
の
台
所
で
作
り
、
友
達
や
家
族
と
一
緒
に
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
う
。

　
　
　

二
〇
一
七
年
八
月
七
日　

タ
ー
ラ
山
に
て
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